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審査論文要旨： 
ナルコレプシー（NA）は、日中の過剰な眠気と REM 睡眠の易発現傾向を特徴とする睡眠障害で、患者は多
大な社会的不利益を被っているにも関わらず、確定診断までに長期間を要していることが少なくない。本研
究では、NA 患者が疾患を知った経緯を調査し、確定診断までの期間に影響する因子を検討した。対象とした
181 名の内訳は、男性 108 名、女性 73 名、平均年齢 37.6 歳で、情動脱力発作（cataplexy,CA）を伴う NA131
名、伴わない NA50 名である。性別・年齢、発症時の年齢、確定診断までの期間、診断分類、CA の頻度、エプ
ワース眠気尺度を調べた。さらに、NA の疾患概念を知った経緯について調査した。また、確定診断までの期
間を従属変数、各臨床指標を独立変数として、多変量ロジスティック分析を行った。確定診断までの期間の
平均は、9.9 ± 10.1 年であった。NA の疾患概念を知った経緯で最も多かったのはメディア（58.6%）で、つ
いで一般医・専門医（22.7%）、友人・家族（18.8%）であった。多変量ロジスティック分析において、成人発
症であること、1995 年以降に発症していること、睡眠専門医もしくは一般医から疾患概念を知ったことが、
確定診断までの期間が中央値（7 年）以下であることに関係していた。NA の早期診断および治療を促進する
には、1）インターネット等を通じて医療情報を広く提供していくシステム、2）専門医と一般医の連携を強
化し、過眠症について一般医をトレーニングするシステム、3）10 歳代発症を早期に発見するための学校職員
への教育システムを確立していくことが望まれる。 
審査過程： 
１． 本研究は医学倫理上、適切に遂行されていることを確認した。
２． ナルコレプシー（NA）の疫学、とくに過去から現在までの罹患率の変遷について説明があった。
３． NA が日本人に多い理由について、遺伝学的見地から解説された。
４． NA の病因と治療内容について詳しい説明があった。
５． OSAS の合併が NA の病態に及ぼす影響について解説された。
６． 早期診断が及ぼす患者の利益について QOL を中心に説明された。
７． 患者がアクセスするメデｲアの種類について実例をあげて述べられた。
８． NA の啓蒙活動について具体的に説明された。
価値判定： 
本研究は、NA患者が疾患を知り確定診断を受けるまでの期間に影響する因子を詳しく検討し、NAの早期診
断に必要な要因を明らかにした。NA 患者の QOL 向上に寄与する臨床的意義の高い研究で、学位論文としての
価値を認める。 
